
【7 月に行った活動：10 日開放日、24 日イベント
DAY、8月に予定していた開放日は体調不良のため
中止　】

●7/10の開放日はたくさん
の親子連れでにぎわいまし
た。ハンモックで遊んだり
川で遊んだり、気持ちよく
過ごしてもらいました。
●24日のイベントDAYは竹
で水鉄砲づくり。参加者の
年齢層が低かったので、シ
ンプルな作り方にしたので
すが、その結果、うまく飛
ばなかったときの試行錯誤
のあそびの部分まで削ぎ落
としてしまった形になり、
もう少し工夫の余地があっ
たなぁと反省。またどこか
でリベンジ企画をやりたい
です。

【7月に行った活動：4日桂川渓谷、7日山の基地、
14日たこやき島、21日桂川渓谷、8月は夏休み】

●活動を見つめるコラム
「子どもたちの感性を新鮮に保ち続けるために」
　『センス・オブ・ワンダー』という本をご存じで
しょうか。アメリカの生物学者、レイチェル・カー
ソンが書いたもので、彼女が自然の中で親戚の子ど
もと過ごした経験から、自然とのふれあいの大切さ
を語った本です。
　この中でカーソンは、「生まれつき備わっている
子どものセンス・オブ・ワンダー(sense of wonder
＝自然の神秘さや不思議さに目を見張る感性)をい
つも新鮮に保ち続けるためには、私たちが住んでい
る世界の喜び、感激、神秘などを子どもと一緒に再
発見し感動を分かち合ってくれる大人が少なくとも
ひとりそばにいる必要があります」と記していま
す。自分がこの本に出会ったのは学生時代ですが、
子どもが生まれてからは、「そういう大人でありた
い」と以前よりも強く思うようになりました。
　「子どもと一緒に再発見する、感動を分かち合
う」ということは、子どもが何やら握りしめて「見
て見て～！」とやってくる、日常でよく出会うあの
場面の一つ一つを大切にしよう、ということだと捉
えています。忙しい毎日の中では、つい受け流して
しまいそうなことを、森のようちえんの中では少し
意識して寄り添う。子どもに何を与えるか、ではな
く、どう受け止めるか、を考える。そういう空間を
参加するみなさんと一緒につくっていけたらと思っ
ています。（ゆ）

vol.4（2022.長月）

▲7/21　森のようちえん＠桂川渓谷（西予市野村町）

●7/9高山景観調査報告会に出席
昨年度、西予市明浜の高山地区で担当した植物調査
の結果について、住民の方に報告を行いました。ほ
かにも建築物などの調査をされた先生の発表があ
り、現在の景観の裏側にあるストーリーを知ること
ができて勉強になりました。

7/4は雨の中でお散歩、7/7は手打ちうどんづくりに挑戦！
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●7/27三瓶・蔵貫地区で観察会の対応
三瓶の小学校児童を対象
に行われた観察会の運営
を手伝ってきました。地
区を流れる蔵貫川で川に
すむ生きものの観察など
を行いました。

●8/11城川・高川地区で観察会の対応
毎年、高川地区の児童を対象に行っているビオトー
プ観察会＆環境学習会で講師を務めました。ここの
ビオトープは水生昆虫が豊
富で良好な生態系が守られ
ています。学習会では、水
辺の生態系を脅かすおそれ
のある外来生物の問題につ
いてお話をしました。

●8/25オンラインイベントに出演
『地方移住“ホンネ”サロン』というイベントで、森
のようちえんヒュッテなどの取り組みを紹介させて
いただきました。

●横吹渓谷に行ってきました（宇和島市津島）
イベントの下見で横吹渓谷に行ってきました。天然
の滑り台や、飛び込みポイントもあり、大人も子ど
も楽しめる場所でした。

　7月末に防災士の養成講座を受講してきました。今
後40年以内の発生確率は90%以上（2022年1月時点）
と言われる南海トラフ巨大地震に向けて、ちゃんと備
えをしなきゃなぁと思いながら、何からやればいいの
かを学びたかったので。
　私たちが住んでいる宇和盆地は地質の特性から震度
が大きくなるエリアで、最大震度７との予測もありま
す。とりあえずは家庭でできる地震対策として、家具
の固定などを行いますが、住んでいる地区でできるこ
と、ノヤマカンパニーとしてできることも考えていき
たいな、と思っています　 。（ゆ）

危険

　「夢みる小学校」という映画を長女と一緒に観て
きました。宿題やテストが無い、先生もいない「き
のくに子どもの村学園」など、探究学習を中心とし
た独自のカリキュラムで運営されている学校の生徒
たちの様子と、現場での大人の関わり方を見ること
ができる映画です。子どもを1番に考えた時、どんな
教育の可能性が考えられるのか、いろんな形を見る
ことができました。
　特に印象に残ったのは、自由と責任についての考
え 方 で す 。 私 た ち が 自 由 に つ い て 教 え ら れ る 時 、
「責任」もセットだったように思います。自由を選
択すれば、それ相応の責任も求められるというよう
な 。 で も 、 そ れ は 本 当 な の か ？ あ る べ き 状 態 な の
か？と疑うようになりました。学園の理事長でもあ
る 堀 さ ん は 、 「 子 ど も に は 思 う 存 分 や っ て も ら っ
て、責任は大人がとればいい」という話をしていた
のが強く印象に残っています。例えば、「そんなこ
とをやって責任を取れるのか？」なんて、子どもに
問うても無意味だなと。やったことないんだから、
何が起こるのかもわからない。大人も子どもも、と
ことんやれる環境がある中で、成長していくもので
す。自分自身を振り返ってみても、責任のことを考
えすぎずに取り組める環境があったからこそ、でき
たことがたくさんあります。新入社員時代の失敗を
想うと、上司に頭が上がりません…。改めて、ちゃ
ん と 責 任 を 取 れ る 大 人 で あ り た い と 思 い ま し た 。
（ち）
---

ラッパウニ
干潮時の海岸のやや深め
のところで見られる。先
がラッパ状のトゲに毒が
あるので素手でさわらな
いように。
（7/14明浜・狩浜地区）
※たこやき島

コシマゲンゴロウ
体長10mmくらいの小型の
ゲ ン ゴ ロ ウ 。 池 沼 、 水
田、休耕田などに生息。
夏は灯火にも飛来する。
（8/11城川・高川地区）

シマゲンゴロウ
体長13mmくらいの小型
のゲンゴロウ。ため池や
湿地、水田などに生息す
る。昔に比べて数が減少
している。
（8/11城川・高川地区）

活動の中で出会った生きものたちを紹介します。


